












































































































































































































調査年 1974 1979 1984 1989
媒体名 ラジオ テレビ ラジオ テレビ ラジオ テレビ ラジオ テレビ























































































































バンコク 中 部 北 部 東北部 南 部
都市部 農村部 都市部 農村部 都市部 農村部 都市部 農村部
友人・近隣 6．3 7．7 13．0 92 13．6 7．0 12．5 11．9 19．0
カムナン。
vーヤイバーン
0．4 0．1 15．8 0．1 19．6 0．1 23．8 0．4 20．8
教師 0．1 0．3 0．5 0．7 1．5 0．5 2．1 0．2 1．9
僧 0，009 0．03 0．06
一
0．2 0．9 0．3 0．08
政府職員・国営
驪ﾆ職員
0．3 1．5 0．3 2．0 0．9 2．3 0．9 0．4 0．6
新聞 22．7 21．6 9．6 21．7 9．7 19．9 5．6 19．2 7．8
ラジオ 25．7 28．0 28．8 26．0 26．0 27．3 26．9 26．0 23．5
テレビ 35．2 35．2 30．1 33．2 26．6 33．7 25．5 35．7 24．9
映画・ビデオ 1．3 0．5 0．2 0．3 0．1 1．7 0．6 1．6 0．2
雑誌・ジャーナル
闃匇ｧ行物
7．1 4．5 L3 4．6 1．3 5．6 1．2 3．8 1．0






































































































































































































































































出来事 91．4 64．4 58．0 1．7 1．7 1．1 1．7 2．3 1．1















治経済 89．7 63．8 59．8 0．6 1．7 3．4 4．0 1．7 0















出来事 16．1 51．1 37．9 2．9 62．1 2．9 9．2 8．0 1．7


















出来事 3．4 6．3 5．2
一
86．2 5．7 9．8 19．5 2．9






























































































































情報の種類 イベント情報 生活情報 文化情報 問題情報
地域情報 ×または△ × × ×または△
広域情報 ○ ○ ○ ○
佐藤智雄編『地域オピニオンリーダーの研究』から作成。
◎はマス・メディアからの情報の伝達が十分におこなわれている状態を、○はある程度伝達されている
ことを、△は伝達が不十分、×は全く不十分であることを示す。
　佐藤の分類をもとにみると、タイ農村においても、テレビの普及によって4つの領域
いずれも広域情報はある程度充足されていると考えられる。しかしながら、マス・メディ
アが伝達する情報において地域情報が決定的に不足している。上述の調査結果にもある
ようにメディア、特にテレビは広域的な情報や一般性の高い情報の伝達メディアであり
えても、地域メディアとしては機能していない。結局、テレビというメディアはタイ農
村では国全体の広域的・一般的な社会情報・生活情報・娯楽情報の伝達には寄与してい
るが、身近な地域の情報伝達メディアではないのである。
　その理由はタイのテレビが、いくつかの地方局は存在するものの、基本的には県域ご
とに置局されておらず、バンコクの主要な放送局が地方に中央で制作された番組を放送
するという形態をとっているというところにある。我が国のテレビ局は関東・東海・近
畿の3広域圏を除いて、県単位に置局されている。日本のばあい、ローカル局は当該県
の企業からの広告収入をある程度は見込めるが、タイのばあい、県単位に置局しても、
バンコク周辺を除いて県内の企業からの広告出稿はほとんど見込めない。放送局を支え
る経済的基盤が存在しないのである。したがって、各県ごとにローカルテレビ局を置局
することは不可能といえよう。こうしたテレビ局の置局体制は地方への情報流通にも大
きな影響を与えている。我が国の場合、テレビは歴史的に地域情報の伝達に大きな役割
を果たしてきたが、タイではこのような役割をテレビに求めることはできない。テレビ
は広域的・一般的な情報や娯楽を伝達するメディアという限定的役割のみを持つことと
なり、狭域的・地域的な情報については地方局が存在し、地域向けの番組も伝達するラ
ジオか、それ以外のロコミということにならざるを得ない。しかし、ラジオ局もタイの
ばあいは、明確な法的根拠付けをともなった地域メディアとして成立しているわけでは
ないので、やはり地域の情報伝達という点からみるとその機能は限定的にならざるをえ
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ないだろう。
　では、マス・メディア、特にテレビの普及はタイ農村部の人々にどのような影響を与
えているのであろうか。影響の概念は多義的であり、素朴な実感・印象風の記述は避け
なければならないが、認知・態度・意見・行動、どのレベルでどのような変化をもたら
しているのか、慎重な分析がおこなわれなければならない。こうした分析はタイ農村の
変化を考察するうえで、有益な分析視角を提供するものと考えるが、これについては今
後の研究の課題としたい。
注
（1）タイの地上波テレビは現在5系統ある。Ch．3＝Bangkok　Entertainment，Ch．5＝Royal　Army
　　Television，　Ch．7＝Bangkok　Broadcasting＆TV，　Ch．9・MCOT（タイマスコミ公社），Ch．11・
　　Television　of　Thailand．加えて民間UHF局ITV・lndependent　Television．がある。　CATV
　　はUBCとThai　Skyの2系統だが、　Thai　Skyは現在放送を休止中。ラジオ局は全国で約500
　　局。
（2）1969年段階ではタイ東北部農村の村人のうち80％が非常に不定期にしか新聞を読まず、ごく少数
　　の教員、村役人がときどき読む程度であると報告されている。また1989年の統計では東北タイの
　　農村部（非市域）で公的情報を新聞から受け取るという村人は5．6％にすぎなかった。
　　Bumrongsook　Siha－Umphai　et．al，Summary　of　Mass　Media　Surveys：Northeastern
　　Thailand，The　Faculty　of　Communication　Arts，　Chulalongkorn　University，1974および
　　Kaan・samruad　Kaan－aannangsupim　pho．　so．2532（Report　of　The　Newspaper　Reading
　　Survey　l989）
（3）未電化村の情報流通については益本仁雄『市場経済化・情報化にゆれるアンカイ村一北タイの未
　　電化村一』近代文藝社，1995が詳しい。
（4）新聞についてはSanan　Padmadin，　Mass　Communication　in　Thailand－an　overview（Asian
　　Mass　Communication　Research　and　Information　Centre，1984）を参照した。
（5）UNESCO，　Statistical　Year　Book，1963．
（6）重富スパポン「マスメディアに映る社会とその変化」、アジア経済研究所編『第三世界のマスメディ
　　ア』（明石書店，1995），P．83．
（7）Ubonrat　Siriyuvasak，　RADIO　IN　A　TRANSITIONAL　SOCIETY：THE　CASE　OF　MODERN
　　THAILAND（Centre　for　Mass　Communication　Research，　University　of　Leicester，1989），
　　P38。
（8）Sanit　Sithirak，　Kamnoad　Thorathat　Thai（2493－2500）（Bangkok：Kletthai，1992）がタイ
　　のテレビの成立について詳しい。
（9）1960年代のメディアに関する信頼できる統計的データがタイの大学にもほとんど残されておら
　　ず、やむを得ず二次資料から復元した。この時期の資料としてはREPORT　OF　THE　RADIO
　　AND　TELEVISION　SURVEY：RADIO　LISTENING，1968－1969（タイ文）があるが、資料的
　　価値はあまりない。
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（1①　水野浩一『タイ農村の社会組織』（創文社，昭和56年），p．67．数字は口羽益生編『ドンデーン村の伝
　　統構造とその変容』（創文社，1990），p．188から引用した。
（ll）海外技術協力事業団『タイ国テレビジョン放送網建設計画調査報告書』1966，361頁。
（12＞前掲報告書，363頁。
（13）東部は中央部に含められる。
（14）Yogesh　Atal，　The　Communication　Revolution　in　Asia，　Media　Asia　voL14，NO．1，1987．p．4．
（15＞National　Statistical　Office，　Office　of　the　Prime　Minister，Newspaper　Reading　Survey
　　l984．
（16）口羽益生編前掲書，188頁。
（17＞　2・3章は岩佐淳一「タイ農村におけるコミュニケーション変化（1）」『茨城大学教育学部紀要』
　　（人文・社会科学・芸術）第48号、1999を大幅に加筆訂正したものをべ一スに執筆した。
（18）ここでいう行政区はタイ語でいうタンポンを、村はムバーンをさす。また表5内、プーヤイバー
　　ンは村長、カムナーンは区長の意である。
（19）チャイヤプーム県のデータは以下の資料に依った。Samutraaigaan　Sathiti　Cangwat　2537
　　Chaiyapum，　National　Statistical　Office，　Office　of　the　Prime　Minister．（Statistical
　　Reports　of　Changwat　Chaiyapum　1994）
⑳　タイの地方行政制度の一つで衛生区と訳される。
（21）村内資料、Phrawati　Baan　Thatangkuvian　dooi　Songkhep（Short　History　of　Thatangkuvian
　　Village）日本人僧プラ・ユキー・ナラテヲー氏提供。
（22）　1ライは1，600平方メートルである。
（23）ルーイ県のデータは以下の資料・文献に依った。NATIONAL　STATISTICAL　OFFICE　OF
　　PRIME　MINISTER，　STATISTICAL　REPORTS　OF　CHANGWAT　LOEI，1994．酒井出
　　『タイ東北部一農村の村落統合様式について』『村落社会研究』No，1（1994）
（24＞書籍と新聞の合売店。
（25）佐藤智雄編著『地域オピニオンリーダーの研究』中央大学出版部，昭和60年，4頁。
　　　　　　　　　　　　　　（いわさじゅんいち　国際コミュニケーション学科非常勤講師）
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